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■ 結果のポイント
領 域 県 全国平均

数と式 ６４．６ ６３．８
図形 ７１．３ ７２．４
関数 ４４．７ ４０．８

資料の活用 ５７．０ ５６．３

観 点 県 全国平均
数学的な見方や考え方 ５１．８ ５１．０

数学的な技能 ６５．４ ６３．９
数量や図形などについての知識・理解 ７２．０ ７１．３

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○総合結果で初めて全国平均を上回り、
これまでで一番高い数値である。

○「数と式」「関数」「資料の活用」の３つの領域で全国平均
を上回った。「関数」領域での数値がH３０に比べ伸びた。
▲「図形」領域の数値が全国平均を下回った。結論が成り
立つための前提を考え，説明する問題での正答率が
低い。

３ 観点別の結果

４ 正答数度数分布

Ｈ３１

○全ての観点において全国平均を
上回っている。
○数学的な見方や考え方の観点の
数値がＨ３０に比べ最も伸びた。

○低学力層の児童の割合（正答率
２０％以下）が少ない。
○正答率８０％以上の層が全国平均
よりも多くなっている。
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平成３１年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

□ 課題が見られた問題と指導の改善

１ 正答率が低かった問題 指導の改善
【学習指導のポイント】

問題解決のために数学を活用する方法を考え，
説明できるようにする

○様々な問題を数学を活用して解決できるように
するために，問題解決の方法や手順を説明
する場面を設定し，表，式，グラフなどの、
「用いるもの」とその「用い方」について明らか
にすることができるように指導することが大切
である。

○本設問を使って授業を行う際には，冷蔵庫Ｂと
冷蔵庫Ｃの総費用が等しくなる使用年数を求
める方法について，「連立方程式をつくり，それ
を解いて使用年数の値を求める。」や「２つの
グラフの交点のx座標を読み取る。」などと説明
する場面を設定することが考えられる。
その際，そのときに用いた方法について，
「用いるもの」や「用い方」のいずれか一方の
説明にとどまらず，「用いるもの」とその「用い
方」の両方を指摘し，的確に説明できるように
指導することが大切である。

中学校数学

大問６(2)【大分県平均正答率38.6％ 全国平均正答率34.7％】
事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明するこ

とができるかどうかをみる問題。

解答類型
県平均

正答率

全国平均

正答率

正
答
例

＜ｱを選択した場合＞冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて，使用年数と総費用の関係か
ら連立方程式をつくり，それを解いて使用年数の値を求める。

＜イを選択した場合＞冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて，使用年数と総費用の関係を
一次関数のグラフに表して，その交点の座標を読み取り，使用年数の値を求め
る。

38.6% 34.7%

誤
答
例

●(例) （総費用）＝（本体価格）＋（１年間あたりの電気代）×（使用年数）で

求められる。

総費用を求めるための与えられた式を記述しているが，それを用いて冷蔵庫Ｂ
や冷蔵庫Ⅽについての方程式をつくることや，その用い方として方程式を解いて，
使用年数の値を求めることを表現することができなかったと考えられる。

16.9% 16.6%

無解答 8.6% 11.6%
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□ 課題が見られた問題と指導の改善

指導の改善

【学習指導のポイント】
資料の傾向を捉えて，批判的に考察し、判断した
理由を､数学的な表現を用いて説明できるようにする

○代表値を求めたりデータの分布の様子を読み
取ったりする場面を設定し，その傾向を捉えて，
批判的に考察し判断できるように指導することが
大切である。
ここで，批判的に考察することとは，物事を単に
否定することではなく，多面的に吟味し，よりよい
解決や結論を見いだすことである。

○本設問を使って授業を行う際には，平均値が代表
値としてふさわしいかどうかをデータの分布の様子
から検討し，判断する場面を設定することが考えら
れる。
「１日に２６分ぐらい読書をしている生徒が多いと
いえそうだ。」という考えが適切ではないことを説明
するには，「１日あたりの読書時間である２６分は
山の頂上の位置にないので，１日に２６分ぐらい
読書をしている生徒が多いというのは適切では
ない。」のように，データの分布の特徴を捉えて，
説明すべき事柄とその根拠を明確にして説明でき
るようにすることが大切である。

中学校数学

２ 無解答率が高かった問題

大問８(2)【平均正答率：大分県42.5％ 全国40.8％】
【無解答率 ：大分県20.1％ 全国21.3%】

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明するこ
とができるかどうかをみる問題。

解答類型
県平均

正答率

全国平均

正答率

正
答
例

（正答例）
・１日あたりの読書時間である２６分は山の頂上の位置にないので，１日に２６分
ぐらい読書をしている生徒が多いというのは適切ではない。
・度数が最大となる階級は１０分以上２０分未満の階級であるので，１日に２６分
ぐらい読書をしている生徒が多いというのは適切ではない。

42.5% 40.8%

誤
答
例

●(例) ２６分というのは平均値であるため，２６．０分より少ない時間の人やもっと

多い時間の人がたくさんいるから。

ヒストグラムの度数が最大である階級を基に理由を表現することができなかったと
考えられる。

16.9% 16.6%

無解答 20.1% 21.3%


